
飯能市立博物館館報

『きっとすレポート』第 6 号

当館の館報は、博物館活動の総体を多くのみな

さんに知っていただくために発行しています。

通巻で 21 冊目となる本号は、令和 5（2023）

年度の実績報告書です。

今回のような冊子での館報の発行は、基本的に

本号が最後になります。令和 7 年度発行の第 7

号は、デジタルデータで作成し、当館 Web サ

イト上での公開となる予定です。

表紙の写真は、その年の象徴的な事業を選んで

いますが、今回は、市制施行 70 周年記念展「写

真でたどる飯能市の 70 年」の会場風景といた

しました。

・館報は博物館評価の報告書としての役割をも

　っています。（14～17ｐ）

・第18号以来３年ぶりに資料利用一覧を掲載

　し、収蔵資料の利用実態を示しました。

　（46～47ｐ）

本号の特徴

令和７年 3 月発行、76 ページ

700 円（税込み）



■令和5年度の運営状況

①当該年度の入館者数は500人ほど増加し、30,000人台を回復しました。　

　→68ｐ

…令和 4年 9月に 466 だった当館のＸのフォロワー
　数は、1年後の令和 5年 9月には 675 となりました。
　209 件 44.8％の増加になります。

当該年度は、令和元年度以来 4年ぶりに新型コロナウイルス感染症の影響を全く受けない状況で年度を
スタートすることができました。

学習サークルによる学習研修室の利用件数の減少
はさらにその度合いを強めています。サークル参
加者の高齢化はその原因の1つですが、そのほか
にインターネットの普及により、誰でもが学習成
果を容易に発信することができるようになったこ
と、動画などによって学習機会が増大しているこ
とも大きな要因と考えられます。こうした課題に
対して社会教育機関としてどのように対応したら
よいのか、未だ方向性を見出せないでいます。

②学習サークルによる利用件数は著しく減少しています。

　→48p

人

③収蔵資料の整理点数は、収蔵資料目録10の刊行にともない大幅に増加しました。

　→53p

当館では隔年で収蔵資料目録を
刊行しているため、年により資
料整理の点数に波があります。
大切なのは毎年少しずつでも資
料整理を進め、資料へのアクセ
シビリティを広げ、収蔵資料の
価値を高めることにあります。
毎年博物館評価の対象事業しているのはそのためです。

④SNSのフォロワー数を埼玉県内・県外の博物館と比較してみました。

　→59p

・埼玉県内における市立館と比較すると当館のフォロ
　ワー数は遜色ないといえそうですが、県立館の多
　くと比べると 1桁違うことがわかります。

・一方、県外の市立館を見てみると、5,000 を超えて
　いる新潟市歴史博物館には驚くばかりです。また
　個人的に学芸員が Xを使って発信している大阪市
　立自然史博物館は県立館なみのフォロワー数を獲
　得しており、さすがです。

・ここでは、当館のＸにおけるエンゲージメントに関
　わる数字も掲載しました。エンゲージメント率の
　トップは 10.5％で、トップ 10 では自然観察会など
　自然系の行事報告や、「写真でたどる飯能市の70年」
　展の展示写真募集が高かったことがわかります。

新潟市歴史博物館


